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科目の概要

本科目では、DP2に示されている「豊かな食生活と健康を創造すること」ができ、また、DP3にある「常に自己の研鑽に取り組み、自
らの可能性を高めて社会に貢献する」ことができる管理栄養士になるために、運動・スポーツの有効性について学んでゆきます。
そのため、「スポーツの価値や意義」、「運動が健康におよぼす影響」、「健康づくり運動の実践」について考えてゆきます。

学修内容 到達目標

① スポーツの価値と意義について学ぶ
② 日常生活における身体運動の必要性について学ぶ
③ 健康づくりの運動についてその方法と留意点について
学ぶ

① スポーツの価値と意義を理解し、説明できる。
② 日常生活における身体運動の必要性について理解し、
説明できる。
③ 健康づくりの運動についてその方法と留意点について
理解し、説明できる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 スポーツや健康運動について興味・関心を持ち、予習や復習を行う。

働きかけ力

実行力

ペアワークを通してペアに働きかけ、互いの考えを共有する。

授業で学んだ内容を自身でわかりやすくまとめて整理する。

考え抜
く力

課題発見力 授業内容における疑問や不明な点をノートに書き出す。

計画力

創造力

予習・復習ができるためのタイムマネジメントができる。

授業で得た知識を日常生活や運動・スポーツ活動時に照らし合わせて考えることができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

授業内容を整理して、与えられた課題に対して的確な文章で表現できる。

ペアワークにおいて、相手に話しやすい環境（あいづちや共感など）を作りながら、他者
の考えを聴くことができる。

ペアワークにおいて、他者の意見や価値観を尊重し、理解できる。

授業において、「いま、何をしなければならないのか」を考えた行動ができる。

受講上のマナーを遵守し、課題の提出期限を守る。

授業や課題は、自己の成長の場と考え、生じたストレスに対応する。

テキスト及び参考文献

適宜、参考資料を配布します。
参考図書：健康運動実践指導者養成テキスト　南江堂

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：体育実技、健康運動学、健康運動演習、健康運動実技A・B・C・D
関連資格：健康運動実践指導者

学修上の助言 受講生とのルール
予習：各単元に該当する内容を確認しておくこと。
授業：各単元の最後に提示された問題を解答する。また、考えることは、
「What」、「Why」、「How」で促進されます。本授業においては、「What」を中心
に話すことで主体的な学びに取り組みます。授業中に質問を頻繁に行いますので、
考えて答えるように取り組みましょう。
復習：各単元の事後に、ワークシートを活用し、授業内容の理解を深める。

・授業ではペアワークを通して進めます。2人1組で着席ください。
・授業中の要点はノートに整理しましょう。
・事前学習をし、授業においては積極的に聴講し、ペアと学びあいましょう。
・授業中に許可なく携帯電話・スマートフォンを使用しないこと。また、他人の迷
惑になる行為は行なわないこと。ルールを守っていないと判断した場合は、退出を
命ずることもある。
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【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

・S(秀)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が90%以上とする。
・A(優)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が80%〜90%未満とする。

・B(良)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が70%〜80％未満とする。
・C(可)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が60%〜70％未満とする。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

60

授業で学習した内容について、理解度を評価する。
（1）スポーツの価値や意義について理解している。
（2）運動やスポーツが健康に及ぼす影響について理解している。
（3）健康づくりのための運動について方法と留意点を理解してい
る。

② ✓

③ ✓
筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

授業で学習した内容について理解し、説明できる。

② ✓

③ ✓小テスト

①

0

②

③レポート

①

0

②

③

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

（主体性）次回の講義に向けて自主的に事前学習を行う。講義後に学んだ
内容を自主的にまとめて復習する。
（働きかけ力）ペアワークにおいてペアに働きかけ、互いの考えを共有す
る。
（課題発見力）授業内容における疑問や不明な点をノートに書き出す。
（創造力）授業で得た知識を日常生活や運動・スポーツ活動時に照らし合
わせて考えることができる。
（傾聴力）ペアワークにおいて他者の考えを聴くことができる。
（規律性）受講上のマナーを遵守し、課題の提出期限を守る。

② ✓

③ ✓
社会人基礎力
（学修態度）



・B(良)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が70%〜80％未満とする。
・C(可)の基準：各単元における学習内容に関して、総合
評価が60%〜70％未満とする。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

○「運動の科学」にお
ける学び

講義（スライドを活
用）
ペアワーク

「スポーツ」の必要性
や「健康」の大切さを
理解する。

（予習）シラバスを一
読し、授業概要を確認
しておく。
（復習）「スポーツ」
の必要性や「健康」の
大切さについて考えを
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

2

スポーツから学ぶライ
フスキル（ビジネスス
キル）

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

スポーツから得られる
ビジネススキルを3つ
あげることができる。

（予習）スポーツから
得られたライフスキル
について考えておく。
（復習）スポーツから
得られたビジネススキ
ルについてについて考
えをまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

3

スポーツから学ぶライ
フスキル（ヒューマン
スキル）

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

スポーツから得られる
ヒューマンスキルを3
つあげることができ
る。

（予習）スポーツから
得られたヒューマンス
キルについて考えてお
く。
（復習）スポーツから
得られたヒューマンス
キルについてについて
考えをまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

4

スポーツの感動から学
ぶ

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

スポーツシーンにおい
て心に残ったシーンを
3つあ挙げることがで
きる

（予習）心に残ったス
ポーツシーンについて
考えておく。
（復習）心に残ったス
ポーツシーンから得ら
れたことまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

5

オリンピック 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

オリンピズムについて
理解する。

（予習）オリンピック
の歴史について調べ
る。
（復習）オリンピック
の理念や価値について
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

6

パラリンピック 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

パラリンピックの理念
について理解する。

（予習）パラリンピッ
クの歴史について調べ
る。
（復習）パラリンピッ
クの理念や価値につい
てまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

7

女性とスポーツ 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

女性アスリートにおけ
る諸問題について理解
する。

（予習）FATについて
調べる。
（復習）女性アスリー
トにおける問題につい
てまとめる。 180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

健康における課題と運
動の必要性

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

健康における運動の必
要性について理解す
る。

（予習）健康における
課題について調べる。
（復習）健康における
運動の必要性について
まとめる。 180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

心臓を鍛えよう 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

心臓を鍛えることの必
要性について理解す
る。

（予習）心臓が鍛えら
れる運動について調べ
る。
（復習）心臓を鍛える
ことの必要性について
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

10

中高年の健康とスポー
ツ

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

中高年の健康に有効な
運動・スポーツについ
て理解する。

（予習）中高年に望ま
しい運動・スポーツを
調べる。
（復習）中高年の健康
に有効な運動・スポー
ツについてまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

11

ストレッチングの科学 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

ストレッチングの適切
な方法について理解す
る。

（予習）ストレッチン
グの方法について調べ
る。
（復習）ストレッチン
グ実施の要点について
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

12

ウォーキング・ジョギ
ングの科学

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

ウォーキング・ジョギ
ングの適切なフォー
ム、方法について理解
する。

（予習）ウォーキン
グ・ジョギングの
フォームについて調べ
る。
（復習）ウォーキン
グ・ジョギング実施の
要点についてまとめ
る。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

13

水泳・水中運動の科学 講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

水中ウォーキングの適
切なフォーム、方法に
ついて理解する。

（予習）水中ウォーキ
ングのフォームについ
て調べる。
（復習）水中ウォーキ
ング実施の要点につい
てまとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

14

レジスタンス運動の科
学

講義（スライドを活
用）
ペアワーク
課題のフィードバック

陸上、水中におけるレ
ジスタンス運動の方法
について理解する。

（予習）陸上、水中の
レジスタンス運動につ
いて調べる。
（復習）陸上、水中に
おけるレジスタンス運
動実施の要点について
まとめる。

180

主体性
働きか
け力
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

安全と救命救護 講義（オンデマンド）
映像視聴(日本赤十字
社)
一次救命処置（BLS）
～心肺蘇生とAED～
http://www.jrc.or.
jp/activity/study/sa
fety/

運動・スポーツの安全
性と救命救護の方法に
ついて理解する。

（予習）救命救護法に
ついて調べる。
（復習）運動・スポー
ツの安全性と救命救護
法の要点についてをま
とめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
規律性


